
報告対象範囲
原則としてセコム（株）、連結子会社、持分法適用関連会社および変動持分
事業体を対象としています。ただし、対象が異なる場合は、その旨を記載
しています。

報告対象期間
2022年3月31日に終了した年度の実績を報告対象としています。また
一部、本レポート発行直近の取り組みも含みます。

会計基準
本レポートに掲載の財務データにつきましては、別途記載がない限り、
米国会計基準に準拠しています。

見通しに関する注意事項
本レポートには、セコムの将来についての計画、戦略および業績に関する
予想と見通しの記述が含まれています。実際の業績は、セコムの見通しと
異なり得ることをご承知おきください。

コミュニケーションの全体像

対話

報告書

Webサイト

「セコムグループ2030年ビジョン」で、“いつでも・どこでも・誰にとっても・切れ目のない安心”を提供

する「あんしんプラットフォーム」構想の実現を打ち出し、5年が経過しました。テクノロジーの進化や労

働力人口の減少、さらに新型コロナウイルス感染症の影響などにより、社会構造は大きく変化していま

すが、「安全・安心」は社会に不可欠な要素として同構想の重要性はますます高まっています。

セコムには、時代に先駆けたサービスを創出したいという強い想いがあります。本レポートでは、セコ

ムの企業価値を最大化する取り組みや、将来の成長の柱をしっかりと育てる取り組みをご紹介していま

す。加えてサステナビリティ実現のためのマテリアリティやESG課題への取り組みが、セコムの競争力向

上につながることを皆様にご理解いただけるよう、関係部署と緊密な連携を図りながらグループ横断

的な考え方をまとめました。

本レポートの作成にあたっては、価値創造財団（VRF）の「国際統合報告フレームワーク」および経済

産業省の「価値協創ガイダンス」を参照しています。

今後とも皆様との建設的な対話に資する良きコミュニケーション・ツールとすべく尽力してまいりま

すので、忌憚のない意見をお寄せいただけますと幸いです。

統合報告書「セコムレポート」の発行にあたって
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マーケティング本部長

・決算説明会　
・ アナリスト／機関投資家向けの個別IR面談、スモール
ミーティング
・株主総会

・ステークホルダーエンゲージメント

・サステナビリティレポート
・ESGデータ
・セコム SASBレポート
・コーポレート・ガバナンスに関する報告書

・有価証券報告書
・決算短信・決算説明資料
・株主通信

・IR情報
・フィナンシャルデータ（米国会計基準）

IR情報はこちら
https://www.secom.co.jp/corporate/ir/ https://www.secom.co.jp/corporate/csr/

サステナビリティ情報はこちら

財務情報 非財務情報

・統合報告書
 「セコムレポート」
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